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緒言  
平成 19 年の宮崎県の自殺死亡率は 34.6 で、全国で 2 位と高い状況にある。宮崎県では、

平成 18 年に｢こころの健康アンケート調査｣を実施し、自分の気持ちを話したがらない・
悩みを相談したがらない｢中高年男性｣の傾向が顕著となった。その背景には、“悩みを抱え

ても相談機関等の存在自体やアクセス方法を知らないまま悩みを抱えている”などの問題

があると示唆された。  
そこで、個々の悩みに応じて絞り込みのできる相談検索サイト｢みやざきこころ青 T ね

っと｣(愛称：青 T ねっと)を平成 20 年 4 月に開設し、平成 21 年 1 月にはアクセスツール
の拡大を目的とし、携帯電話機能を付加した。また、｢青 T ねっと｣のアクセスから傾向と
ニーズを検討し、｢青 T ねっと｣を中核とした関係機関の地域研修会を通じて、有機的な連
携とともに地域ネットワークの構築を図った。  
 
Ⅰ．｢青 Tねっと｣の概要 
［開設日］平成 20年 4月 1日                     
［登録窓口件数］ 
･医療機関(精神科・神経科・心療内科):41 
･相談機関(保健、福祉、法律、経営等):177 
･地域集いの場(サロン):56 
［特長］①個々のニーズに合った絞り込みによる

検索が可能であり、特定しない悩みの相談にも

対応。②相談・医療機関の具体的活動内容や｢地

域集いの場｣の情報収集が可能。③時間・曜日・

地理的な障害が少なく、匿名性が高い。 
［内容］トップページは①自分のことで悩んでい

る方②まわりの誰かを心配している方③こども

専用相談(18才未満)④相談従事者の方⑤地域別
情報(現在は西諸地域のみ掲載)⑥こころの医療

機関情報の 6つのカテゴリー。利用者のニーズ
応じて 3～4回絞り込むことにより、該当する相
談窓口や医療機関を検索できるシステム。 

 
Ⅱ．アクセスツールの拡大 
総務省の通信利用動向調査(平成 19年)の携帯
電話およびパソコンの個人利用率を比較すると、

携帯電話(73.9%)がパソコン(62.4%)を 11.5ポイ

ント上回っている。 
また、ツールごとにインターネットの利用頻度を

比較すると｢毎日少なくとも1回は利用｣する割合
がパソコン(43.4%)より携帯電話(51.7%)の方が
高くなっている。さらに、インターネットの利用

頻度には年齢階層による顕著な違いが見られる。

パソコンからの利用の場合、｢毎日少なくとも 1
回は利用｣する割合が 13～19歳、65歳以上では
低下している。一方、携帯電話からの利用の場合、

13～19歳、65歳以上では他の年齢層と同様に高
い利用率を示している。そのため、10歳代や 65
歳以上の年齢層にも対応し、外出時や困ったとき

にすぐにアクセスできる利便性・敏速性に優れた

アクセス手法の獲得として、最も手軽で身近な情

報ツールである｢青 Tねっと｣の携帯電話化を平
成 21年 1月 29日より実施した。 
 
Ⅲ．｢青 Tねっと｣アクセス解析 
１．結果 
｢青 Tねっと｣を開設して以来、継続的な普及
啓発活動(研修会や講演会においてチラシ等の配

布)を行っており、毎月 3，000件前後のアクセ
ス件数で推移している。時間・曜日別には、午前  



9時～午後 17時の日中、平日にアクセスが集中 
している。しかしながら、夜間においても日中の

1／5程度、休日にも平日の 1／3程度のアクセス
がある。さらに、トップページの 6つのカテゴリ
ーを見ると、自分のことで悩んでいる方、こころ

の医療機関情報、まわりのだれかを心配している 

方、相談従事者の方の順にアクセスが多くなって

いる。相談機関への相談内容を項目ごとに見ると、

“誰かに話を聞いてもらいたい”にアクセスが集

中しているが、“相談機関一覧”や“医療機関一

覧”、また、“同じ悩みをもつ人同士の出会いの場

の情報提供”や“西諸県”へのアクセスも多くな

っている。さらに、医療機関においては、ストレ

スへの治療を求める検索が突出して多く、次いで

ギャンブル依存症、カウンセリング、アルコール

依存症の治療の順となっている。 
 
２．考察 
相談機関や医療機関の一覧、平日の日中にもア

クセスが多くなっていることから医療従事者等

も専門分野以外の情報を必要としている。したが

って、相違する機能を持つ機関同士の連携やネッ

トワーク網を構築することが求められていると

考えられる。 
また、休日・深夜のアクセスは平日・日中と比

較すると少なくなっていることから、個人・自宅

において利用しやすい環境の整備をしていく必

要性が示唆される。しかしながら、少数であるも

ののアクセスがあることから、時間・曜日を問わ

ず情報収集が可能なシステムとしての役割を担

っていることが思慮された。 
さらに、相談項目毎に見てみると“誰かに話を

聞いてもらいたい”へアクセスが集中しているこ

とから、特定しない悩みを持ち、とにかく誰かと

話をしたいと考えている人が多く、“話せる場”

へのニーズの高さが示唆される。また、“西諸県”

や“同じ悩みをもつ人同士の出会いの場”のアク

セスが多いことから、距離感の少ない地域コミュ

ニティの必要性が考えられる。地域コミュニティ

を確立していくためには、地域における人材の確

保が必須であり、地域での研修会や講演を通して

サロン関係者等の理解と育成を実施していく必

要が示唆された。 
 
Ⅳ．｢青 Tねっと｣からの展開 
 ｢青 Tねっと｣のデータからも明らかなように、
生きがいづくりの場がより求められている。その

ため、集いの場（サロン）の窓口拡大とともに、

登録機関同士の連携強化を目的として、平成 21
年1月に野尻町において｢青Tねっと｣地域研修会
を実施した。これは、野尻町で例年開催されてい

る福祉推進員を対象とした研修会に併せて実施

した。地域コミュニティを範囲として自殺へのア

プローチをとることは、地域コミュニティメンバ

ーが自殺対策活動を自分たちの活動であると自

覚し、そのような活動の計画、実施、発展におい

て積極的な役割を担うことを促進するため、極め

て有用なアプローチであると考えられる。今年度

は、さらに地域を拡大し西諸地域の 4市町で地域
研修会を開催予定。 
 
Ⅴ．今後の課題 
現在は、相談機関同士の連携の促進を目的とし

て、研修会を開催している。将来的には関係機関

同士が独自に事例の検討や支援体制ができるよ

うなネットワークづくりを目的として、相談窓口

への｢傾聴と共感｣の研修や各相談機関の連携の

充実が求められている 1）。 
パソコンと携帯電話、それぞれのデータを収集

し、ニーズに対応した｢青 Tねっと｣の改変と動的
なサイトを作成するとともに、より効果的な普及

啓発手法についても検討する。 
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